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戦後福島県女性史によせて

伊　部　正　之

1．はじめに一なぜ福島県女鑑史か

　篠島察による福島緊女鑑史編纂事業（欝欝～留年度）の醗始を簸にして，なぜか筆者にもお呼び

がかかった。筆者自身は歴史家でもないし，それらしい実績があるわけでもなかった。にもかかわ

らず，この事業の責任者となる1まずの著名な女性歴史学考（当時は福島桑立医大の理役教授／から

電話でお誘いをいただいたとき，いつもながらの「藪参李手ユも手伝って，あつさ滲と引き受けて

しまった。本来ならば事全体の基本計露とかスタッフの翫謬構想（つま讐は自分の位置や役割〉と

かを嬉って，議分霞身の都合なども考え合わせて，槙重にお答えするのが籠であるはずであった。と

ころが，鑓舎膏ちの律儀さ・義蓮堅さが災いして，また，先方からの電議を長びかせては失礼にな

るという思恥もはたらいて，ほとんど無抵貌なままに受諾してしまった。おまけに，「お引き受けし

た以上は，真難にやらせていただきます」などといえぱ，ヂ大変心強いお讐葉です．よろしくお顯い

致します。珪というお苫葉をいただくしがなかった。はたして，当時この大先生が筆者をどう認識し，

どう盤置づけていたかは簸る由もないし，本当は本命の専門家に体よく擬ら轟た上での苦肉の「仕

方なしユ的な代打起驚であったのかもし轟ない。しかし，電護の主は何しろ茅色兼鋳（本来は縁談・

結婚式罵語ではあるが〉の大学者・大教授であり，筆者の方が勝手に金縛獅こなっていたというべ

きであろうカ㌔

　ともあれ，筆巻はこうして女性史なるものに多少とも本気で関わらざるをえなくなった．そこで，

筆者と女性あるいは歴史との付き合いはどうだったであろうか。「女性」については社会政策・労働

問題の重要不璽欠なテーマとして，女鑑開題の入鍔書や専門書を学灘や大学銑の演習などでしばし

ばと今あげ，鋳には霧枠で女雛問題演習を龍いたこともあった。そこでのひとつの結論は，女性（労

鱗／問題はまさしく男性（労働／開題でもあるということである。また，「歴史」についていえば，

筆蕎が大学號時代から手掛けてきたアパルトヘイト（南アフサカの人種隔離／問題にしろ，筆者が

編大経済学部に在職してから余業的に手掛けてきた常磐炭磯資料や松鱗事件資料にしろ，およそ立

入った歴史的解聡ぬき1こは簿事も墾らかにならな秘ということである。

　さて，女難史編纂委員会が発足してみると，筆者は7人のヂ学識経験者」に属してお吟，そのな

かでも薩一の男雛委員であった。この罫学識経験者」はほどなく纏纂小委員会を構成することにな

箏，この小委員会が編纂事業あるいはその結果としての「穰島察女性刻の編集全体に責任を負う

とともに，各露が部会に責任を負うことになった。委員のなかには，外地留学や海外鐵張などでや

むなく偉業状態となる者もおり，結局は鐵癒率鼓群の筆者が「現代藩部会を害騨振られた。本甕は
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女性が取努±窮る幅島渠女性史」の方が押し鐵しもよく，筆毒などはあくまでも脇役でよかった

はずである。

　それはさておき，改めて「女性刻とは何かが闘われねばならなかった．「女性史鍔「女性の歴

史」では，正解であっても無意味であった。そこで，小委貴会を中心に女性史の方法をめぐって何

度か醗究会を聚雛て，いくつかの文献を読み合った。しかし，部分的華こは教えられる点もあったが，

手さぐり状懇にある筆者にとっては，「これで行ける盤というには至らなかった。要するに，女性史

に鱒する蟻識の蓄積が鉦鱗的に不足していたのである。そこで，女性史に麗達する文献をあれこれ

読みあさ撃，あるいは「一般刻に絶する文蕪のなかに女性史に麗達する講料を読みとることにし

た。つま滲，こうした量的蓄積がやがては質的な展開をもたらし，方法論上の理解にも役立つであ

ろうということである。そして，実際その結果として，少々のことは学びえたかもしれない。

　すなわち，一般に歴史のヒナ型としてヨーロッパ量界をイメージし，これを尺度として諸地域史

の「発展段綿を評慰する方法が久しくわれわれの歴史観を支醸してきた。これを基準にすれば，

3一冒ッパ鍵界は歴史麟「善」の代表であり，これに後れをとったその飽の盤界はそれ露体が歴史

的「悪」となる。そして，たとえばヂ善燵盤界によるヂ悪」量界の纏罠地化は，「悪」をr善涯に導

くための歴史的「善行」ということになる。さらに，これに宗教的教義と人種主義が麓重されれ

ば，黒人奴隷麟度やアパルトヘイト体麟なども無上の「善行」となり，欝本のアジア侵略や朝鮮支

配についても「喪いこともしたまし「感謝されてしかるべき葺だという見苦しい罪悪な結論にもな

る。轡1雰史はいま，諸畏族の嚢決とアイデンティティ（窪琶確認〉の確立を§籍して，欝らの歴史

を擁轡起こし，独自の歴史的発展のi藍当盤を主張しつつあるむ

　そして，この関係は一蟹内部の麗史認識にも闘われつつある。すなわち，全体史（あるいは中央

史／と地方史（地壊変〉との麗係，あるいは全体史（えてして男性中心史〉と女性史との幾孫など

についても，現実を反駁した主・従の関係が支醒してきたということである。したがって，全体史

と地方史，全体女性史と地方女性史という基本的な尋要素を想定し，そのなかでも地方女性史が

もっとも従暴的な位羅関係にあったことを認識したうえで，地方女性史を基軸に緩み立てていくこ

とが，女性史の一分鮫としての地方女雛史についてとくに意識される必要があるといえよう。

　とはいえ，実擦に「現代墜離会を主宰し，新たに執筆委員にお顯籍した方々の報告を萄きながら

感じたことは，雛わばわれわれの講縫代史ともいうべき現代（戦後簸）についても，資史料の保存

がきわめて乏し秘ということである。したがって，纒々の女性たちの生活体験や歴史体験を燧騨こ

聴きとって叡録する「文集」的なものをつくるならいざしらず，資料的な裏付けをもって臨場感幽

たかに歴史を記録するという徒事は，題難の片手麗的な鐸業ではよくなしえな鯵ことも聡らかで

あった。また，実際にギ女性史」をまとめるにあたっては，各方面を代表する編纂委員会の意見・

要望・気分などにも縫；えなければならず，あるいはまた，執筆者の責任原稿にたいする行政｛難から

のあれこれの涯文にも少なからず醗癒する結果となった。さらに，取り上げるべくして取り上げら

れなかったテーマもあむ，論述が十全ではない部分も残ってしまった。

　ともあれ，そこで以下では，戦後福島桑女雛史1こついて筆者がこの鷺に獲得しえた知見の一靖を

略述し，今後のよ肇本格的な女難史欝究のための一助としたいと思う。
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2．志領難の女性たち

　i鱗5年8月焉欝，嚢本はぷツダム窒善を受諾して無条件降験し，太平洋戦争（第2次轡罪大戦〉

は警本軍蟹主義の数誌をもって終結した。それは長くきびしい蔦年戦争からの解放でもあった。

　太平洋戦争による梁蔑生活の犠牲と混乱はきわめて重大なものであった．たとえば，桑鶴の戦災

養は3，総§盤帯，i万数千人を数えた。戦争末窮には韓万人近くの錬麗者や罹災者が流入し，戦後

の単年翼だけで8，総§人が復員し，i万人が海外から穫揚げてきた。そして，軍需生産の停止，戦懸

勤餐の解除，男子の復員・復職などによって，女子従業糞の大量解雇が根次ぎ，失業者があふれた。

さらに，こうした人口急増のうえにi9臆隼以来の大麟作も重なって，深躍な食糧危機が発生した。

　数戦と瞬縛に連合麟軍による占領支醗が開始された（§舞には編島熱こも占領軍が進駐／が，そ

の実態はアメ筆力軍による事実上の単独占鑛であった。したがって．対雛占領政策の基本は事実上

アメ婆力政府によって決定され，連合蟹軍総苛令離（G狂Q〉をつうじて実行された。その基本は雑

本の軍羅主義の擁iとと買主でとの助長であった簸。この立場毒Σら，G蚤｛Qは軍縁の解散，軍需生産の停

建，戦麗の逮捕，羅策遂行懸捧の解散，弾涯立法の廃止，思懸狸の毅数などを矢纒ぎ早に指令し，さ

らに，建月琵翫こは，霞頷政策の基本大綱ともいうべき眠主化5大改革匪を指令した。その内容

を福島察女性史の橿点から酪達していくことにする。

　5大改革の第iは，参致権の盤与による婦人の解放であった。これをうけて45隼稔霧には衆議続

議員選挙法解改歪され，健来の器歳以上男子普通選挙権にかえて，鎗歳以上男女に普通選挙権麟認

められた。さらに，照年9月の地方麟度改革と解年2月の参議院議員選挙法の麟定によって，全て

の公職選挙における男女平等が実現されることになった。

　そこで，妬隼連月欝嚢の戦後樹の衆議院議員総選挙（これは瞬時に麟憲議会選挙の意味をもって

いた／では，総定数薦4人中3§人の女性議員が盛選し，福島察選挙区（定数露人／では榊漂千代

と虫下春江の2人が当選した21。しかし，女雛立候補者・盛選者の多くは，戦争責任を問われた公職

追教養の身代警候補者であ参，この選挙で篠島桑から当選した雛人の男性議員のうち，その後6人

が公職遺放（議員失路／となっている。また，この選挙は大選挙区翻鰻連記麟〈全桑i区3名連記〉

のもとで実施され，それが高輪新人墨選率（8i％／と革新系・女雛議員の進鑓を容易にしたとみら

れた。こうして，保嘗会諏の提案によってほどなく中選挙区単記麟が復活し，公職追放解除による

戦中療議員の復活などとも帽まって，その後女難議員数は停滞する。また，47隼尋月の窃の参議続

議員選挙（携穫につき総定数を選鐵）では，総定数2欝人中鷺人の女難議員が当選した。さらに，

講じむ年淫簿には窃の統一地方選挙が実施され，禁内の市町村議会議員選挙では，当選者6238人

中墨人が女難であった。

　5大改革の第2は，労働縫合の動長を駐とする労鐵改革であった。GRQが労鱒総合に難得したの

は，労麟者霞身による生活擁護運動の発展であり，軍国主義の郷生方となることであった。こうし

て，未曾有の失業，インフレ，窮乏のなかで労髄運動が急速に発展し亨禁内でも嬬人灘をもつ労働

i）　「羨領後における米露の霧難の薄舞政策盛（鷺逢5、§．22アメ》力敢醜声聡〉。

鶉　構籔千代慧その後福島i区に躍って誕2藝（連続〉当選し．裁下春江は鬱鬱く糧島2琶に蟹って計§轄当選

　　した。なお，鐙隼i月総選挙（戦後第3動では福島票からの女雛議舞はゼロとなった。

一i3i一



商　　学　　論　　集 第懸巻第垂号

縫合が次々と結成された。労働総合嬬人離は，職場における女性労縁者の要求実現に力を発揮した

だけではなく，地の嬬人諸懸体とも提携して地域の嬬大運嚢の発展にも大きな役割を果した。しか

し，闘もなく占領政策が蔭本のヂ買主化ま推進から「従属的復活涯に方陶転換すると，労緩嬬人部

の擁麟31や婦人運動からの労羅婦人部の離縁が推進されるようになる。

　そこで，改めてG琶Qの婦人政策をみると．蓋擁は軍醒主義擁止の立場から，戦鋳国策懸体として

の大鷲本婦人会（嚢嬬〉の解体・再生紡建とともに，アメ婆力流の民主的な嬬人懸体の育成を麟ろ

うとしていたことがうかがえる。すなわち，嬬人たちを艦住地で総織する地域婦人会は，民主化政

策のなかでの社会教育懸体（教養毯体／，あるいは地域のための歓会奉仕鑓体としての後難が窮待さ

れていた．また，それぞれの霧的をもって縷織されたいわゆる有志媛人懸体4｝の活動は，霞本の買主

化と女性の社会的地位の海上に資するものとして難待され．労纏婦人薬も蓑た然参であった。しか

し，露領政策の方晦転換の結果，地域婦人会の育成と掌握，有志嬬入会や労綴婦人部の擁舗が聡確

になるなかで，戦中灘婿入運動り一ダーの復活も据次いだ．かくして，婦人運動における地域蜂人

会の比重が圧携的に大きくなり，それは53年2月の橿農桑婦人鑓体連合会（桑嬬連）の結成に集約

されていく。

　5大改革の第3は，教育の露縷化・民主化であった。すなわち，戦薦の教育はヂ教育勅語」（鰺％

年）1こ代表される軍蟹主義的・蟹家童義的性格を基本としており，女子教育については野家腰綱度

にもとづく嚢妻賢母童義が貫かれていた。したがって，たとえば類麟の中学校と女学校では，格付

けも教育内容も異なっていた。かくして，教育基本法（i§華年）をはじめとする戦後の教育改革は．

教育の機会均等，9年慧義務教畜，男女共学などを旨として再鐡発することになった。そして，娼隼

には新調高等学校が発足したが．とくに福島漿にあっては醸麟の男女麟学がそのまま引き継がれ，教

畜改革の理念とは橿容れないままぞ推移していく。ともあれ，女子教育への需要が潔次高まるなか

で，私立の高等教育機麗の設置・拡充も震竸し始める。戦詩中の獲麟不建対策として騒隼に聡学し

た漿立女子医学専門学校は，戦後の新しい欝溌のなかで，騒年に察立獲科大学（む隼麟設／に統合

された。

　第珪の柱は政治改革であり，　これまでの専麟的審彗獲：や機構が撤廃され．，罠三蓋主義の1票理が確立さ

れることになった。大難本帝国憲法（i88§隼）に代えて新しい羅本蟹憲法が淫7隼5月3段に施行さ

れ．そこでほ蟹罠主権・覆久平麟・墓峯的人権・喪主主義・地方自治などの諸漂難が定められた。

毅年難月の改正璃法は姦通罪を廃止し，48年エ月の改正甕法は家族灘度（戸主麟度／を籠生して

妻の帽続権を認めた。しかし，「家並鱗度の残存は農村部ほど根づよく，農村と都毒の不羅分離の関

係のなかで，なお長期紅わたって社会全体を支醒しつづけることになる。とはいえ，新憲法と民主

主義舗度のもとで，古い霞習の殻を打ち破ろうとする女鑑たちの力が育ち始めたのも事実である。

　そして，第5の柱は経済機購の民主化であり，これまで段本社会を支醒し繰体麟を支えてきた寄

鱗地主麟や財畿1の解体が具体化されていく。47年3月～5§年＄月の農地改革は，小作・自小舞農家

を大輕に減少させた。しかし，この聞の失業多発と帰農奨励のもとで，農家戸数は焉万戸から総万

3｝　「幾重的労鰻総合及び民主的労簿麗係の雛長について憾（i襲8、㌶、22労騰次霧通牒）など。

舜　当窮の；禽力な有志嬌末羅体としては，新蕪本婦人瞬藍越5、簸繕成→騰．莚騒奉雛人糞権者濁盤藝こ改称｝の謬

　醸支離（薦、捻結成／，婚人観主クラブ（錫、3結成／の単支離（鰺．欝結成）などがあった。
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戸に増大し，零総経営はかえって拡大した。このため，農家はこれまでの高率小作料にかわる重税

と低米癒強譲僕鐵に苦しむことになり，根変わらずきびしい農鐸業と低い生活水準のもとにおかれ

つづけた。農村藻における難習やしがらみは，女権とりわけ嫁の立場を低く揮さえつづけた。そし

て，この農村における忍従の要求と応護こそは，保守的といわれる福島桑の榮罠盤をその後も特籔

づけることになる。

　地方では，福島察には財縣解体・軍需独占企業解体の対象となるべき工場，鉱毒などは少なかっ

た。しかし，橿鳥票は石撰・電力の供給基地，東北・北海道への陸上交通の要衝地として，戦後復

興にとって特甥な役割を挺ってお参，その結果，羅鉄・炭鉱・電力をはじめとする労働運動の勢い

は，むしろ全蟹水準を上罎っていた。かくして，アメサカの対嚢政策の転換，4§年ドッジライン政

策（趨均衡予算・デフレ政策）のもとで，失業の多発と労働運動の激化は不罵避であった。福島桑

海でも，鐙年6鐸には常磐炭畷の窮乏を背景とした平事件，8月毒こは露鉄・東芝の大合理化を背景

とする奇怪な松難事件が発生したが，再事件とも機密のなかに女鑑がふくまれていた。また，その

後吹き荒れたレッドパージにお雛ても，犠牲者のなかに女性の姿があった。

　以上，戦後体譲の基本的枠緩みともいうべき蔑主化5大改革の観点から占領幾の橿島察女雛の情

溌をごく簡単にみてきたが，さらにi碁子の補足を付諾しなければならない。

　その第iは，戦争未亡人についてである。すなわち，さきの太平洋戦争では．橿鳥察麗係でも5万

人が戦病死し，1万5，§総人の戦争未亡人が残された．また，郵隼には未亡人の総数は5万6，§春§人

をこえ．そのうち8，§総人余が生活保護をうけていた。さら1こ，雄年における母子鬘帯数は乗だに

i万盤帯をかぞえ，それは全量帯数の3％にのぼっていた。戦後の経済的・社会的混乱のなかで，未

亡人・母子家庭の暮らしはとりわけきびしく，売灘や売春で糧嚢をしのぐ者も少なくなく，さらに

は悲惨な母子心中事件も後を絶たなかった。こうしたなかで，磐年i2穆には橿島票未亡人遵盤が繕

成され，これを母体として灘隼7月には福島梁未亡人会連絡協議会が結成された。これらの懸体は

未亡人や母子家庭の援護を霞や熱こ働きかけ，授産所の開設や母子寮の建設などで異体的な成案を

獲得していった。なお，主として戦争未亡人を対象としてきたこの灘体は，その後67隼には福島桑

母子福雛連合会とな拳，さらに，8i隼には福島票母子寡婦福蟹連合会となって理在に至っている。

　第2は欝魯隼からの福島察購入大会の開催である。すなわち，戦後の労働事情の波乱のなかで，

留年§得には新たに労揃省が設置され，そのもとに婦人少年局簿が設置された。そして労働省は，聾

隼から「嬬人選闘（婦人参政権の最窮の行渡警となった嘆月欝欝からのi遷欝を設定し，さま

ざまな警発活動に取り緩むことになった。一方では，地域婦入会の育成・掌餐につとめる福島票で

も，婦人運動のひとつの結簿点として漿レベルの嬬人大会の醗催を構想した。かくして，G蘇Q篠島

軍政府・察社会教育課の強力な後押しのもとに，実行委員会方式による第i騒橿鳥察婦人大会が鱒

年6月に郡山毒で麗かれた。そして，大会の欝標・スローガンは労働省「婦人週間涯からの欝欝と

され，大会運営については福島軍政府からのきびしい介入をうけた。また，行敢主導の大会運営な

どをめぐって，地域婦人会と有志婦人会，労総媛人部の鶴に亀裂が深まった。ともあれ，祭婦人大

会のこうした方式は農本が主権を罎復する52年の第4霞大会までつづき，53隼第5蔭大会からは

5〉　その鐵先機灘として，鰺年3鐸には婦人少卑属福島職員室が設鍛され，それは52奪8嬢こは橿鳥媛人少年室

　　とな彗，さらに蟹年難醸こは橿島女性少年室に改秘する。
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察嬬連の独懲聡鍵となって現在に至っている。票婚人大会は鱈隼に第灘懸大会を逓える。

　そして，米ソ鷺の選弊的規摸での冷戦対抗の本格化，アジア・極東情勢の激変のなかで，アメリ

カの対アジア・極東戦酪における響本の軍事的・経済的・政治的重要性はますます閣らかとなった。

こうして，連合蟹軍（戦勝諸蟹〉による頬嚢共緯占領の体麟を終わらせて撰飽的な欝米鱒係を築く

べく，5i年9懲こは対霞講穣条約と駐米安保条約が結ばれ，52年垂目に発効した．その結果，鑓本

は主権（独立／を懸復したものの，アメ静力轟領軍は駐留軍の名のもとに存続し，対米従属の体鰯

が再構築された6｝。

3．高度成長期の女性たち

　52年4月の讐本の主権懇復は，G駿Qニアメ婆力車という超憲法的な絶対的権能を前提としない

新しい政治・経済体舗づく箏を必要としたが，それは一繋こいえば，戦後当籾になされた買主的な

諸改革を鰻濁しにする「逆コース窪をたどるものであった。その結果，政治的には社会党の再統一

と保守合織による誌§年体舗涯（実体の乏しい2大政党籍，その実は保守長難政権体麟），経済的に

は銀行・金融機関を中心とする戦後型独占資本支醗の確立がもたらされた。こうして蔭本は，保守

安定政権と新しい独占企業集懸を柱とする高度経済成長が，鎗年代後半から簿年代籾めにかけて

展離することになる。そして，高度成長が主として重化学工業化とエネルギー革命を海容としてい

た以上，その背後では農業や石炭産業などの斜鑑化をともなわざるをえなかった。

　すで1こみたように，戦後の農地改革にもかかわらず，零纒欝作農の経営はきびしく，そうした農

業経営の不安定化は，戦後新たに纏織されることになった農協の経営基盤をも危うくし，いわゆる

不振農協を増擁させた．そこで，農協経営の危機打醗策の一環として，農村黄緯総合婦人会すなわ

ち農協婚人部の総織化が始ま参，52隼鎗澤には福島緊農協婦入部連絡協議会が結成された．農協嬬

人蕊は純農村部にあっては地域婦人会と重なむ合うことになり，場合によっては地域媛人会に代位

することにもなる。ともあれ，農協嬬人部は簿よ拳もまず農協強化のための補動機醗としての役割

をもってお参，この立場から農協貯蓄やクミアイマーク商最愛濡運動などに取吟継み，後1こは米癒

要求運動の動員部嫁の一翼を損うことにもなる。農協嬉人離はまた，農家生活の改善と近代化，農

業婦人の地位の陶土を籔るという独密の要求と役割を撲ってお摩シ季驚託晃所の設羅ッ衣食住の改

善，冠婚葬祭の懸案化，邊重労縁の軽減と健康増進，愛妻露（主購の察密な財源）の設置，若妻会

の綴織化などに取合懇んだ。なお，橿島察農協嬬人部連絡協議会は，その後62年垂月には橿島票農

協嬬入部協議会となり，さらに96年逢月にはJA樋島女性離協議会に鼓称する。

　また，浜通りの漁村地竣にあっても，上諾の農協嬬人部ときわめて類似した動機や経過のもとに，

58年§簿に橿鳥繋漁協婦人蔀連絡協議会が結成された。

　農協嬬人部や漁協嬬人部は，一麟では地域密着型の地域婦人会と共通した性格をもつとともに，地

面では農協・漁協という霧纏織の存在を繭提としてお撃，その意味では労繧婦人部や商工務体婦人

部と棺還毛）る性格をもっている。そして，醗年4月施行の新しい騒民健康保験＞蟹蔑年金麟度のも

構　米軍基地の存i続は各地で悪影響をもたらしシこれ。紅反薄する喜怒癖人を中心として，52年5月には嚢本子ど

　　もを穿る会，9月には福島子どもを守る会が続成さ腕て．活発に活動した。
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とで，飽の被罵者贈懸との歴然とした格差を残しながらも，農・漁疑など一般国蔑の簸羅の向上に

とって新たな一歩が踏み鐵されることになった。

　その一方で，独立の璽復によって嚢虫護を高めた露本の嬬人運動は，よ撃広く盤罪にまでも§を

海けるようにな参，それは福島漿のような地方の婦人運動にも波及した。

　すなわち，52年5～7驚に戦後窃めてソ達・中蟹を訪れた高喪とみ参議院議員の帰麟鞍告会が穰

島毒や若松（会津若松〉毒でも雛かれ，統一した媛入綾織の結成が呼びかけられた。その結梁，53

隼5月には蔭本婦人懸体連合会（嬬懸連／が結成され，羅鰹民主婦人連盟（国鰹農婦連〉にも撫麗

した。こうして，露本の媛人運動は，盤界の婦人運動と明確なつなが穆をもつようになった。その

結果，53年6月の盤界嬬人大会（コペンハーゲン眞こ驚けて第1罎蕎本婦人大会が5月末に醗かれ，

ここから膳人の欝本代表騒が派遣されだ｝。そして，53年i2月に第2曝銭本嬬人大会が醗れて後，

54年1こは各地で地方の婦人大会が騰がれるようになり，3欝には遜島察でも6懸体共催によるr婦

人の生活と権利．平穂を守る第i瞬篠島秦嬬人大会」が鰹島薦で麗かれた。この大会は，占領末難

にかけて離潤の傾嚢趨こあった労饒媛人と家庭婦人の再結集にも大きな力となった。さらに，この講

者の結集を凝す力となったものとして，瞬じく寮内各地で総織され始めたr母と女教麟のつどい」

があり，それを支える女教緬の繕集があった。

　そして，騒隼3鰐i馨．静韓繋焼津藩のマグロ漁綴第5福竜丸が，太平洋どキニ環礁1におけるア

メ夢力の水爆実験で被爆し，9月には乗総員の久保霞愛吉が死亡した。こうして，東京杉重の婦人た

ちから始まった原水爆禁塗の運動が全麟に波及し，禁内でも主要都毒で婦人たちによる署名運動が

展開された．そして，この後療水爆禁箆運動は，蔭本を代表する毯界的な平秘運動となっていくと

ともに，多くの女鑑たちがこれに参醒していくこと1こなる。

　その一方で，馨本の婦人たちからの水爆実験禁止の訴えをきっかけとして，国際民嬬連主催の茗子

供の幸編と安全を守るための量界愚幾大会まが5§隼7月畜こローザンヌで竸かれることにな鰍この

量界大会への参撫準備をかねた第建毒蒙本母幾大会が6月に闘かれ，これには福島票からも9入が

参撫した。こうして，羅本母幾大会が以後毎年鵜かれると瞬鋳に，総年には磁島寮母窺大会が始ま

参，さらに灘年からは徳島票母綬大会も始まった。そして，5§年7月の第2瞬篠島桑母幾大会の決

議が，駐米安保条約の改定に獲麟して地域での学習を呼びかけたことをとらえて，票教育委員会が

大会補跡金を打ち切るという事懇が発生した．漿が社会教畜活動の一環として母鶏大会に補助金を

交付する場合に，その大会内容のあれこれに窪饑しして介入することは，やは診難度をこえた官僚

主義の誤彗というべきであろう。ともあれ，この驚題は疑本母親大会にも報告されて運動の自主性

を守る立場が支持された一方で，開催地密治体からの権次ぐ補助金打ち窮鱗こよる財政的羅難，参

趨羅体等の動揺などによって，纏島票母霧大会の存続に少なからず懸難が発生した。しかし購線鳥

ねばむ強い意志練達の努力，全員一致にもとづく行動など，罎難な経験をつうじて学びとった綴織

運営の実践的教護も少なくなかった。こうして，68年には第i4騒嚢本母綬大会を窃の地方雛僧とし

て受け入れる力量も示された。この福島灘催は高度成長のなかでの農業鷺題の深灘化を背景とする

ものであった。そして，母親大会をつうじて社会への欝を開からた女性たちも少なくなかった。

7｝　艇長は高遜な酵子参議錠議員（橿島漿轟身》で，醸員轟こは遠藤千恵（窪治労梁塞藤嬬大詔長〉がふくまれて

　いた。
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　地方では，票婦連の主催による橿島秦嬬人大会は，安保改定問題のような敏治珪縫題を灘接取

り上げることなく，高度成長のひずみから生ずるさまざまな問題を主として生活者のレベルから解決

ないし緩穣すべく取滲緩んできたのでありナその鰻撃では渠や霞治体との良好な関係も撰なわれる

ことはなかった。また，察婦人大会がその後折りにふれて「政治」を取夢上げた場合にも，そこには

体巍巍轡的な要素はきわめて稀薄であり，行政との衝突などという事態は基本的にあ滲えなかった。

　ところで，露本中をゆるがせた6暮年の安保改定問題には，多くの婦人たちが緯織としてあるいは

翻人として騨わ讐をもった。そして，そこから引き鐵された教護はか一方では嬬人たちの大講懸緒

の必要であむ，地方では各政治勢力からみた嬬大藩の結集と緯織化の必要であった。

　ただし，嬬人たちによる警主的な大瞬懸緒への直接の契機となったのは，安保問題のような「政

治的」な鷺題よりも，小鷺マヒの大流行にたいして生ワクチンの輸入を実現させるという一見「非

政治的涯な問題であった。とはいえ，厚生省がソ連製生ワクチンの投与を認めなかった（ソ連を嫌

い，アメリカの製薬会社に醗癒した〉結果として事態を一麟悪姥させたことは，小髭マヒ・生ワク

チンのような翼題でさえ本質的には「政治的」な周題でもあることを免れなかった。かくして，こ

のような切実な母蔑運動の経験をつうじて，全羅と地域で露営的1こ活動できる懸人簾盤の嬬人給織

を求める声が高まむ，62年灘月の新馨本婦人の会（新婦人）の結成に繕実した。しかし，その塵藻

の蓬月には母親運動をともにしてきた一部の人たちによって饗本婦人会議解糖成され，舞親運動・

母親大会に新たな分裂要癒が発生した。その背後には，6§年安保問題の後に奉賂化した孟要政党に

よる婦人纏織の育成と系粥化の方舞が俸篤していた。ただし，屡常活動を旨とする新婦人を驚にし

て，その地の政党系列的な婦人穣体はえてしてカンパニア総織（行動提趨のための舞振綴織／の性

格を脱することができず，各婚人懇織を独窪に蘂ねる独甕の共購行動は事実上鐵現しなかった。な

お，福島桑にあっては，新騒本婦人の会（新婦人／福島祭本部が62隼鴛澤に，霞本鋸人会議橿島

桑本部が66年8月にそれぞれ結成されている。

　ともあれ，灘年代後半から驚隼代籾めに至る高度経済成長は，露本の経済・社会に大きな変化を

もたらした。麟島漿にお恥ても，経年3月の磐城・郡山地区の新産業都市の指定をうけて，小名浜

潜周辺での臨海重化学工業の立地，部出周辺での内陸型工業（電機・精密機械など〉の展醗を中心

として，新たな企業誘致が推進された。その一方では，羅内農業入舞の減少と兼業化が急速に進行

し，エネルギー革命による常磐炭懸の巖壊，化学・合成繊維におされた養蚕・絹織麹の大纒な後退

がみられた。瞬鋳に，各種の電化製品・醗久消費財の普及は，農村部をふくめて大差なくひろがり，

消費購造・生活様式の都毒化が進行した。また，6暮年代から纏島票は人口流雛超過に転じ，それと

瞬縛に．鐵生率が全麟平均を下睡るようになり，遂に人口高齢化率では全騒平均を上懸るようになっ

た。こうして，会津の由闘部や醗武購由地を中心に過疎化がひろが参始あた。

　そして，高度成長にともなう新しい社会精溌に対癒して，嬉人たちの新しい活動領域もひろがっ

てきた。すなわち，§7隼鵜月には福島察蕎工会婦人部連合会が結成され，往来は家族従業者の地位

1ことどま陰がちであった講工業関係の嬬人たちが，よ瞬主体的な葎在として登場するようになった。

なお，これに類似した毒部の福島桑藤工会議翫婦人会連合会の結成は鍵年7湾である。また，高度

成長のもとでの少奪葬行や猫罪の増撫にたいして，酪年7月には福島藥更生保護婦人会連盤が結成

された。そして，消費生活などの急速な変化紅蝿癒する新生活運動の実践集懸のひとつとして，愚
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年には纏島渠生活学校連絡協議会が結成された。さらに，72年5月に結成された編島渠交通安全母

の会連絡協議会は，各種窪嚢車の普及のなかで増撫する交選事故からと箏わけ子僕たちを守るため

の活動に取り纏み，74隼蓬月結成の福島察母親クラブ連絡協議会は，家庭の保育機能の弱まりのな

かで，子繰の健全育成のための活動に取零縛んだ。これらの欝体1よ時代構溌の要語に応える課題

を追求することによって，その後いずれも会員数を増やしていく。

　飽方では，機械化・化学化が進行する農村にあって，農協婦人部は，農業機械や農薬による災害

1こついてのアンケート調査や講習会，農難症講査などの健康対策に力を入れ始めた。そして，この

時難から農協の合併・大聖化による経営基盤の強化が追求され．始めたカ㍉それ．は農協嫌人部にとっ

ては顔の琵える緩織活動を醸難紅するという一藤ももっていた。また，ます塞す多くの農家媛入が

ノ餌トタイマーとして麟終れ鎗めた結果，農協婦人部の空清化と停滞麟魏があらわれ始めた・

購様に，高痩成長による工業化の影響は，海の汚染問題をひきおこし，漁協掃人部としても新たに

蕎害合成洗葎1遠敷運動などに取参纏み姥めた。

　ところで，高度成長による人藤の都毒流動化は，結果として女子賃金労働者の増撫につな解ると

ともに，女子の職域を拡大していった。また，女子の高学歴化は，女雛の権利意識と職業継続意識

を高め，それは結婚退職麟・若隼定年麟を雷とする経済界の思惑や慣行とは楊容れない要素をふく

んでいた。こうしたなかで，磐城セメント（理在の住友セメンの霞倉工場の鈴木籔子は，66隼i2

月1こ結婚退職は憲法違反という函難的な舞決（東京地裁〉をかちとり，その後銘年8月の難解成立

（東窟高裁／lこよって職場復帰するとと麟こ，績婚解醒の根撚とされた採欝欝の「念謝舗度も廃止

された。かくして，この裁覇事件は，その後の類似裁覇事件のさきがけとして，差磯釣定年麟を解

消させていく大きな力となった。

　そして，高度成長政策はあくまでも産業優先政策であむ，一定の賃金上昇をともなったとはいえ，

女難たちが難きつづけるための条件整備慧つねに後彎しにされていた。と琴わけ，都毒化と核家族

化・共饑き化のもとで，保膏問題はます蒙す深灘化していった。そして，保守長鰯政権のもとでの

政治霧数や，生活縫題を中心とした女雛たちの要求運動の高まりなどを背景む為欝年4月には美濃

部革新都政が誕生し，各地に革新自治体を生み饑した81。こうして，従来の経済優先の地方政治から

暮らレ生活優先の地方政治への転換がおこウ，その独自の施策はえてして蟹の基準を上凝った。そ

　　　　　　　　　　　　　　　　　や　ゆして，「女・子どもの論理3と一部から鐸楡されたこの生活重携の新しいうねりは，露の基準の改善，

拡充に大きな影響を与えるとともに，「弱年体制に代わる多党化傾向を押し進めた。齢年代末か

ら，各種選挙の設票率において女性が男性を上睡るようになったのは，やは穆女性たちの政治的懲

覚の高まりの結果であろう。

　なお，この闘，55年2肩の総選挙では福島2区（定数5人／で現職の藤下春江と新人の平懇ヒデ

がそろって当選した。また，鑓隼7懲の参議號議員選挙では購下春江（前衆議院議員〉が全蟹区か

　　　　　　　　　　　　　　　　　もみぞまら当選し，翌63隼買得の総選挙では粟田秀（蕪島i区〉が叔父の地盤を引き継ぐ形で当選した％

8〉　なお，福島票における革新察治捧（ゆるやかな保革連合〉の被は，むしろ蕎度成長以後の7巷奪三代業は惣こかけ

　　て縷現する。

§｝　甲羅ヒデは玉緩当選．田下春江は2難（鴛卑｝で講選，粟難秀は尊園連続当選し，実弟に地盤をゆずって馨

　選1した（7§．玉2〉。
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墨．男女共生・鑓豫化時代紛女性たち

　灘年代後半以来の高護成長は，蟹内的・騒際的な諸条件に蔑定されて，簿年代初めには完全に終

息した。

　そして，量界経済の大混乱の引き金となった73年秋以来の第i次石瀬危機のもとで，一転して不

溌とインフレ，モノ不建と猛鼠勃癒が匿罠生活を覆i難した。高度成長をつうじて欝常生活のほとん

どを商轟経済に依存するよう1こなっていた蟹罠の多くは，さまざまな分野で生活上の危機を経験し

た。嚢締梅資が店頭から消え，買い物パニックが発生した。女子パートタイマーの大量灘減が進行

し，在来型産業の中小企業が多い福島桑ではその領海撃一懸深灘であった．農村部にあっては，簿

年代後半からは兼業農家までもが減少に転じた。また，高度成長の終息と首都圏の人嚢騒嶺力の低

下によって，福島察の人嚢は簿年代後半からふたたび増撫に転じたが，それは出題部でのひきつづ

く人嚢流鐵（第2次過薩イ紛と繋海中該都毒縄辺への人讃流動をともなっていた。そして，簿年代

から本該化した浜還御こおける原子力発電所の集中立地は，この地蟻がおおむね遍疎地であって飽

にみるべき産業をもたないことを麟提としていた。その一方では，高速遵銘や新幹線の縫通と延棒，

遵驚綴の整鋳による首都圏へのアクセスの改善にも綻がされて，総年代には福島察へのハイテク麗

連企業等の進灘が帽次ぎ，女子パートタイマーがふたたび増撫し始めた。つまり，全蟹i麗摸での農

漁轡の遜疎化と都毒薬への人嚢集中の傾向が，案内蔑模でも一屡聡らかになってきたのである．

　こうした構溌のなかで，女性たちはどう対癒してきたのであろうか。

　まず，農業経営の不振と高齢化が進むなかで，農家の後継者難が深灘化し，あるいは農家の嫁不

足が「嫁キキン（蹴§董擁にまで深亥毅ヒして，一薬には海外から「花嫁まを違える事鱗もでてきた。

隅縛に，地域の生き残夢をかけた鰹おこし・村おこしの運動が懸命に模索され始め，女性たちの豊

富な生活経験のなかからさまざまな特産晶づくりのアイデアが生み趨されてきた．また，米の減反・

転作奨励政策のもとで，首都圏農業の一輪を握う各種の野菜・果実・畜産品の生産が増大したが，

農家女雛は一腰多忙化した。

　そして，全般に都毒的要素が拡大するなかで，女性たちの活動領域の拡大がみられた。たとえば，

紛年7匙こは癌島察商工会議所嬬人会連合会が結威され，都市部の商工業にたずさわる女雛経営者

の資質海上や地域琶会への貢献を目指して，各種の事業活動を展開していくことになる。さらに，86

年i月妾こは福島察中小企業家瞬友会婦人離（その後女難部に改蒜〉が結成されて，女性経営者また

は家族従業者の資質肉上に取箏緩み始めた。また，87年のいわき女性建築士の会，9i隼の橿鳥桑建

築士会女雛蔀会（鍵年には女雛委員会に昇格／の結成は，近年この分野での女性有資賂者が着実に

増擁しつつあることの反駿であるとともに，女難の纈やかな生活感覚が住宅設計などにも生かされ

つつある。そして，代表的な女性職能懸体としてすで1こ5つの看護系羅体があったが，87隼8趨こ

はこれらを統合して福島察看護協会が結成され，高齢化教会の到来と録健・医療・福糧需要の高ま

蟹こ対癒する看護職員の資質陶土などに取吟緩んでいる、看護協会の会員数は今馨i万人（有資擦

者の約6暮％を維織／に達している。なお，轟轟桑女子薬離士会はすでに欝騒に結威されており，

着実に会員数を増やして鯵る。

　また，農事・家事調停にたずさわる女性調停委員，舞子橿雛や高齢者福鮭の充実に力を注ぐ女性

一玉38一



僻論1戦後福島察女監史によせて

の長生・晃童委員，狢罪・葬行の錆止と更生保護にたずさわる女性保護胃なども，独察の集懸羅修

をふくむ地道な活動を積み璽ねながら，絶薄数と対男性比率において着実に前進してきた。これは，

公立学校や各種行政機翼等における女性管運職の登罵・増撫などとともに，公的な場での実質的な

男女共生・男女協轍が進みつつあることを示している。その績果，「女雛締燵の事擁が官罠を問わず

にひろが撃始めるとともに，伝統的な男雛職への女権の進鐵も目につくようになった。

　女権の歓会活動の醗進は政治の分野でもみられた。すなわち，6倉年代末から選挙の授票率で女難

が男性を上錘つたのは徳島察でも講様であった。そして，その背後では，女性の政治意識の蕾進を

促がさずにはおかない蟹政や地方政治・嚢常生瀬上の重大馨題が権次魏でいた。その結果，簿年代

には驚毒中7毒でいわゆる革新自治鉢（ゆるやかな保革連合〉が鐙現した。そうしたなかで，77年

i月毒こは機禽町長に藤遜満寿恵が当選し，票下穿の女性瞬長として5鰯連続量選を果したが，騰隼

8月垂こは任簸を半年ほど残して辞職した。また，77年7澤の参議院議員選挙では本祭で活動してき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひろた下霞京子が全国挺から当選したほか，83集塵月の票議会議員選挙では褥の女性票議として鼠懸裕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひろ子（福島市区〉が当選し，87年毘肩の梁議補欠選挙（講沼郡区）では報欝洋子が亡夫の議籍を引き

継籍で当選した鱒。

　ところで，高度成長後の驚年代には，女性の一膳の歓会進串がみられた。それは高度成長による

女子労働力需要の絋大の結栗であるとともに，家計支鐵の増大，女子の選挙率の海上や社会志織の

鉱夫などが作矯していた。こうして，72年7月の勤労嬬大福鮭法によってr働く購入の家諜が鄭露

毒（器隼／と福島帯（蟄年）に設置され，讐隼唾罵からの育晃休業法によって公立学校教員や保母

に奮発休業（女子だけ，原則無給／が認められ，欝年6湾の戸籍法改正によって離籍後の姓の密密

選択（婚嬢中の姓を名乗るか霞姓にもどるか〉が認められるよう1こなったのは，いずれも女性の社

会進鐡のひろがりと関連していた。

　そして，乃隼の蟹際女雛隼（履違／，隠～85隼の魑連女権の鎗年盛，その最大の成果ともいう

べき7§隼襲連総会記おける女性差磯撤廃条約の採撰は，それ自体がグローバルな意義をもつととも

に，馨本の女性政策の晃蓑しと改革を遺るものでもあった。すなわち，女難差驚嶽廃条約を繊准ず

るには，現行法麟の改廃・整騰が必要だったからである。こうして，政府から票・毒藩村にまで婦

人問題をあつかう行政機構や審議機関が設覆され，各種の政策プランが策定されるとともに，85年

5月には男女雇灘機会均等法が成立（86年蓬月施行〉した．均等法は労働分野1こおける男女の機会

均等を濤としつつ，その後のゼ保護ぬき平等まの流れを本格化させる鐡発点ともなった。さらに，

85年6月には労働者淑遺事業法が成立（総年7月施行／し，女子労饒者を中心とした滋選労働者と

いう新しい贈贋がひろが参始めた。したがって，この蒔窮の重要立法である均等法や潔遺法が女子

労働者の機会の拡大や地位の海上にとって果してどれほどプラスの効果をもちうるかについては，

多方面からの疑問や撹覇を免れえないものであった。そして実鰹．パートタイマーや派遣労働者を

はじめとする女子の葬歪燭・不安定労働者がますます増撫していく．福島熱こおいても，農村女性

や孟締雪鱗力を震当てに進鐵する中小・下請・灘連企業でのパート護罵鯵さらに増撫した。橿鳥渠

での全般的な所得水準の低さにもかかわらず，溝費支鐵や教育支崖は全蟹的な波及効果を免れえな

欝）下醗京子は参議銑議員を2窮（捻年）つとめて転身，武懇裕子は漿議を3簸（臆隼〉つとめて群選，舞懇洋

　　子は楽議2幾（7算学§撃のあと弱年に参議襲議員に当選（福島渠選挙区）した。
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いという驚溌のなかで，福島漿の女性就業率は必然的に高まらざるをえず，そのことが地域媛人会

や農協婦人蔀の欝欝的な覆い手を綴らせる効果ももっている。

　地方では，女盛麗題をめぐる国際的な動きとその罎内への波及は，女難運動にも新たな嚢覚を促

すことになった。すなわち，男女平等の運念は羅連憲章をはじめとしてもはや普遍的な原瑳となっ

ていたものの，理実には依然として男盛中心の後会システムがつづいてきていた。そこで，隠年代

の新しい動きは，男女平等を理念的にも実践的にも一歩具体化した男女共生の実現を目指すもので

あ蓼，それはさ嚇こ男女共瞬参撫，男女井溝参画へと深化していくことになる。それはたんに「機

会の平等」（形式的平等〉にとどまらず，「結果の平等藩（実質的平等）を実理させる異体的な鱗度や

施策をも問うことになる。こうした瞬題意識の発展は，かの「癈人週聡」の目標などにも反駿され，

さらに．その欝標を覆接かかげるかたちで，7§隼から実行委員会方式による「橿鳥桑婦人のつどい」

（95年からはヂ福島漿女性のつどい斐に改称／が髄始さ轟た。ただし，このゼつどい」は，各級の行

致機灘が共催者や後援者として関与（補跡金交付・祝辞など／してお箏，かの福島漿婦人大会の褥

顛覆購（占領期〉にみられた単官学昆の軒第三セクター」集会に後退する薄能牲もなくはない。し

かし，この「つど鯵涯が，行政（福島婚人少隼室）による「婦人週鷺」の独露企画を狂i舞納に上織

る参癩者を結集しえていること，そして，女鑑たち自身（とくに地元実行委員会／の手づく参の活

動がその成功を支えてきていることは大いに評懸されるべきであろう。また，この「つどい逢の開

催要綱の表紙垂こは「錘連女性の鎗年」のシンボルマークがかざられてお蓼，この集会が身近かな生

活問題から崔1界にまで欝を向けて耽ることを示唆しているがうそうした梶野のひろが彗は察嬬連の

徳島察婦人大会にもあらわれている。つま参，緊嬬連は「つどいま実蕎委員会の簸有力懸体でもあ

るからである。かくして，この時窮から，蟹際交流を霞的とするいくつかの女難懸体が結成され，こ

うした女性・婦人鑓体の新たなひろが診のなかで．編年2懲こは新たに橿島漿婦人懸体連結協議会

（懸年準湾には篠島察女性鑓体連絡協議会に改穂／が結成された。この後，女性による国際交流活動

は菅政とも提擁してさらに活発化し，露華9欝に北京で闘かれた第尊醒盤界女性会議の蕪GO（葬政

府緯織〉フォーラムには，篠島梁からも韓人以上が参擁した。

　女性の意識の陶土は大衆的な文化活動紅も反験された。すなわち，簿年代から全羅的に「女性史

ブーム葺がひろが彗始めた。これは女雛たち自身による自我への難的関心の高ま参を背景としつつ，

これまでの歴史観の再綾討を遮ることにもな参うるものであった。こうしたなかで，78年2月ξこは

福島桑女性のあ燐み麟究会が発足し，翌3月からは月鷺誌蓼福島察女性のあゆみ涯を発行しつづけ

ることになる。さらには，この醐の藥内における女性運動の握ひ起こしと記録，有名・無名の女性

先駆者についての探求などが，主として女雛甕身の手によってなされるようになった。そのなかに

は，ひろい漿域にあって相対的に独自の歴史と風土を有してきた禁内各地の地域女性史的な労作も

ふく譲れている。

　また，桑海の文化活動を対象とする纏島察文学賞（察教育委員会主催，欝醤隼麟設〉，橿鳥梁文化

功労賞（講繭所管，52隼麟設／，橿鳥罠鞍鐡版文化賞（橿鳥民報社主鮭．78年蟹股〉などにお恥て

も，この聞女性の受賞者が譲実に増撫している。緊内の大学等での女性教員や在野の女性誘究者も

その潭みを増している。

　そうした一方で，戦後復興期のあとをうけた高度成長難が主として物的豊かさの追求に籏かざる
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をえなかった結果として，簿年代以鋒には人間生漉の質的轄面が改めて問われることになった。た

とえば，食最の安全蝿策．無農薬・有機農産物の産地甕送活動，子育て・いじめ問題，通学蕗の安

全薄策と学童保膏，私設文難や公共纒書館の充実，晃童文化活動，そして趣味・教養・文化活動な

どである。これらの課題は，最低羅の衣食住の確保を欝指した戦後復興難の運動課題とも，女監が

職場で働くための条件確保を欝指した高度成長期の運動課題とも趣を異にするきわめて理代的な課

題といえよう。そして，この種の課題は本来は男女共通の鮭会的課題ではあるが，理実葛こは幾存の

女性睡体の活動の一環として，あるいは独窪の課題驚女性羅体の奪霧的活動として，主として女性

たちによって撞われてきたことはまぎれもない事実である。漿内でも，こうした文化的要素をふく

んだ活動がひろがってきている。

　さらに，鱒年代を運えると，富罠あげて「雛人輩からr女性」への名称変更が始まった。たしか

に，この婦人という呼紘は，醗婚者豪たはそれに穏盛する年齢繕の女性をイメージさせ，それはと

くに独身女雛や子供のいない女性にとっては，ゼ嬬人にあらざる嬬人達という意味である種の違穂懸

を与えてきた。そして，男女共生という今蔭的観点からみたとき，「嬬天涯に対癒する適当な男性呼

称は存在せず，男雛1こ録すべきは女性毒こほかならな雛ということである。かくして，行政纏織や政

策プランなどの名称が「嬬人」から5女性達にかわ撃始め，各種の懸体やイベント類（大会・集会

など〉の名称も「女性珪化に動き始めた。購縛に，「婦人」という訳語を遽って「女性睡におきかえ

る傾向も強まっている。寮内での「女性珪化の一輪はすでに｛甦示したとおりである。

　ところで，バブル経済がはじけた後の鱒年代の霧本経済は，一方では女子雇驚のrパート擁透

化涯の領海をますます強め塒，地方で慧，女子豊規雇矯の大癒麟減による女子学生の就職難を購造化

させている。こうしたなかで，不溌と蟹際化に対越する野焼麟緩灘雄策として，女子労働にも重大

な影響を与える労働立法の改変がさら1こ本馨化しつつある。すなわち，鱒隼i2舞には労働者滋遣の

麟象職種が拡大され，次には原則自由化さえ目指さ蕊ている。また，留年6得には雇絹機会均等法

と労縁基準法が改定（弱年護月施行）され，女子の蒔翼外労騰・抹饗労働・深夜業が原則甕露化さ

れることになった。さらに，有獺雇罵契約難闘の緩穂α隼以海→3～5年／への動きは，と参わけ

女雛労鱒者にとっては若年定年講・結婚退職譲の実質的な復活に遵を瞬くことになる。そして，こ

のような「規舞緩執達は，男女共同参薩歓会の実現にとって不再欠の薦提となる「男女ともに仕事

も家庭も」の実理を一麟露難にし，社会的ルールの喪炭につながる亀験を大きくすることになる。し

たがって，2雌纏朗て求め磯る鋸，むしろ好保護繻子へ磁大であ磁ずである・

　地方では，鱒年代を違えて，人籔高齢化の進展がますます顕著になってきた。95隼の人鱗高齢化

率をみると，全蟹が聾、8％．福島桑が賀．淫％になってお猟福島察は全国平均を5年ほど先行して

いる。また．鱒年時点の高齢化率を市郷村惣こみると，会津出闘都の紹和村が韓％をこえたほか，

§愈南郷村中53簿村が臆％をこえている。さらに，後難高齢入灘（75歳以上人鋤の割合は全羅が

§．i％．福島察が6．6％であ拳，桑欝毒郷村幾では会津の金霞欝がi7∬％に達しているほか，すでに

慧簿村が欝％をこえている。そして，男女の平均寿命差（女雛が6．5歳ほど長生きする／と夫婦聞

　轡　93奪i2環には新たにパートタイム労欝濱（矯鱒賜労働者の蓬罵管選の改善等に関する法律）が施行された

　　　が，それ縁実質i，縫§万人（そのうち臆％が女雛／ともいわれるパート労働者そのものを騒においたままの

　　　事業主動静の立法にとどまって静る。
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の年齢差（一般には男雛が年長〉が重なって，高齢者の男女比は逢辮6，一人暮らし高齢者の男女比

は2対8に片寄り，高齢者・高齢轡帯の女性化繧海はますます萌らかとなっている。

　かくして，高齢者介護の問題はますます重要になっており，その捷い手の圧簿的認分赫嫁，妻，嬢

すなわち女性によって羨められていることも瞬らかである。そこで，政府の「高齢者保健纏縫推進

雄力隼戦隠（ゴールドプラン擁（8§隼i2月／やその後半部分を補訂する「新ゴールドプランま（襲

隼㌶粉，その闘における各地方嚢治体の高齢者（老人／保健福蟹計画が策定されて，家庭介護を

支援する施設や要員の拡充が饗指されているとはいえ，なお需給ギャップは大きいものがある。ま

た，継隼の青髭偉業法（奮発偉業の一般的遍羅／を§5年に改正した育晃・介護休業法によっても，

老編との鶴居，近隣屡住もままならない住宅・鮭会環境などのもとでは，思うにまかせな恥ところ

が少なくな魏。そこでさらに，飯隼簓目には新たに介護保験法が議定（鱒§毒隼雀月施行〉された

が，「保験あって介護なし」の心醗をふくめて，その隣澹・琵常な実施を危ぶむ声も少なくない。そ

して，高齢者介護の擾い手としてむしろ積麺的に女性を位置づけるとすれば，承一ムヘルパーをは

じめとする福縫労働の重要雛iを蕉当に位置づけ，橿鮭労働者の思いきった待遇改善と権利の拡大を

纒らなければならないはすである。また，来たるべき2i盤紀の高灘社会に露けて，簿よ吟もまず心

身ともをこ健康な高齢縫代をつくって恥くことが重要であり，そのためにも現役轡1代が心身ともに健

康でゆと箏ある生活を確保し，余力をもって高輪盛代に移行することが必要なはずである。これま

た「燦麟緩秘万能論が幾趨されるべき断獄である。

　さて，人びとが否応なしに鴉盤紀末を意識し姥める鱒年代を還えて，童舞の体霰1は大きく変貌

し，国内政治も大きく流動化した。そうしたなかで，欝年R月の福島毒長選挙と96隼9月の票難

事選挙では，いずれも現職猴補にたいして女性候補溺立躾補して善戦した。女性候補の鐵現は，政

治と暮らしの関係をよ拳身近かに実感させるうえでも意義があった。また，鱗隼逢月の一斉地方選

挙では2人の女性察議（福島策区，蕎沼部区〉が再選されたが，次の鱒年季欝の察議選では新人の

購部格美子（葎達郡区／のみの当選となった。さらに，鱒隼7月の参議醗議員選挙では，編農桑選

挙麩から灘欝洋子（繭察議〉が初当選して，察選灘の擁の女性参議銑議員となった．

　そして，男女が仕事と家庭の両面において真の共瞬・共生を実現するうえで大きな慧害のひとつ

となってきた盤役割露定化教奮の是正が始まった。すなわち，8§年の新しい学習捲導要領によって，

中学・高校でも家庭科の男女共修・共学が実現した。また，栗立高校での男女霧学譲についても，§6

年度から灘次解消に薄かった。さらに，女子教育への社会的関心が高まるなかで，この闘にいくつ

かの女子山け学部・学科の改編が行われ，蔀嶽女子大学では92年度に大学駝修士課程，鱒年度には

博士課程が設置された。女性の高学歴志海，奪輿職業志海の高ま磐ま，来たるべき鋳代における女

雛の地位肉上と男女共同参醒社会の実現にとっても重要な意味をもつであろう。

　その濠か，安藤ヨイ子が留年3月からのi年間女性初の福島察弁護士会会長をつとめたのをはじ

め，さまざまな分野で多くの女性たちが実績をおさめ，各種の受賞によってその成果が社会的に認

簿されている。瞬縛に，マスコミを饒る「女雛初の…」という各種の報道は，そこに福島察の女雛

たちがき参ひらきつつある新しい地平のひろが滲を示しているととも1こ，それはまたやがては「女

性窃の…藩が今馨ほどのニュース・バ婆ユーをもたなくなるような真の男女共講参癒社会の実現の

ための必要な歩みのようにもみえる。
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